
題偽

（4

昭和43年5月15日とさカ、な　　　　1昭和37年6月27日
第144号、第三種郵便物認可

‘『器＝言
鯛　　　餌　　　●　■

をるには　1遊

ii

i蝿霧系と方余
llの　。るらこなで
ii齪カミ叢灘
i1と会現年　　のと

ii輩灘霧
liが沢う　つがあら

ii暑舗鑓醸

　　艇薯
社
A
雰
教
育 鍛

は
、
禽
小
学
校
去
重

　　　　　　　　　　　　　　　韮　　　　　　　　　　　　　　　　r　つン
　　　　　　　　　　　　　　　　父て
　　　　　　　　　　　　　　　　母教’
　　　　　　　　　　　　　　　　と育
　　　　　　　　　　　　　　　　先民
　　　　　　　　　　　　　　　　生主
　　　　　　　　　　　　　　　　の化
　　　　　　　　　　　　　　　　会を
　　　　　　　　　　　　　　　　一は；
　　　　　　　　　　　　　　　　力戴か
　　　　　　　　　　　　　　　　総る
　　　　　　　　　　　　　　　　成た1
　　　　　　　　　　　　　　　　さ1め

i

il又なてが伊知ほ生旅ズ心新

1春うのあ人川跨つ　　にね文
i紹奄お至あ藷簡垂ふ楚黒審藤
1との旅旧小博違きしもにおilいを　’三品士いた　’は融り
i馨襟緯露馨力糠乞合深笑嚢大
llもて的代せ朝いては感つ愛
ilよ居遍から日　。もど銘てし
ilいら歴られ新数　’んをい　’
ii力雛珠罠を箆箭全形謬発黒馨

ii董善霧旅醸鉾重藻

会
旅
路

ii

ii蟄譲孟男窺家
1！はな教もれ　’庭ii両ら育をてつ教　　の
軽親なの理いま育　　y
liにい本解るりの
ii≦嵯辱雛と
llのな解校親育　’
ll学れし教自か子
ii習ぱな育ららど
iiのPけ　’がとも

墨夜
A話

｝
l
l

　　　　　　1！
繕力漿那譲馳欝レ礪鷺醤房2地稲を
て　・P先一民ii展るのあ時いとと途も死運い毒　　叙心

鞭罐罐難灘礁1響
うりのの田をliOえるも樟なな道し質一開のけ　　　悩か方趣目沢推liす・あさげ気もいを生き波て　禦み
o奮鱒鋳li賜髄欝薯膿隙辱笙熊　こ組あ校るli　しなそゆきた　。もてどらら月　　て興
　な織る父云li　なかれくもの坂あいん　’れ脅　　あ味
　　　　　　聾　　がでが不あしをりるな生自　　　　っ深

一　用　　繭　卿　　一　一；龍3醤盲8冒闘；竃冨3；置軍；窮

ii鱗鱗螺灘講i馨景婆総妻講募ll嚢撫

ii籍鱗ll簸1鵜轟ii瀞雛雛難l
ii傑麟籍籔譲雛ii騨鱗1難難

富己冊錦電冊篇罷旨；3欄蹴蹴33瀧13蹴蹴蹴蹴雛3馴斐節な結　’なさ有にしえいいいいる人い

畷癖琵鳶籍霧灘 がと多か配喜観さしかご思旅楽　　困す論ぺあどを
’いいけとび哲れいらすうはしこるぎはきるつ知
人つ　。た苦や学てと解こな憂みれのて避で 。らる

直　　昌徳ふ里芳百名 鴎 生た人ら痛楽者きい放とらき旅か中もけあそいと
人修史行き志治枝
　　　　江
輝満賢徳孝貞良福父　　・一　　　　　　　　　ズくの

政良郎一栄義一郎名

倉小上如田白原本部　　　来　　　羽　　　屋

49

蓼趣

灘態購

の　。生

り　見もる

　　　、はしレたうさも　’もから道困るるれもい
楽こは苦絶みヨ　。半れあ旅のら新精るぺ　。がのう
悲れ悲痛えは1か面てるを辛旅録神しきと凡は真
はも観の間時ぺつが　’ま愛いへにが　’でか情な理
人一す量ががンて　’近いしも出かよな
につべがな短ハド強ご　。てのるけいさ財甚つとあ
よのきはいいウイくろ禁　’と人て　。す産しねいる
　　　　。がエツ打旅欲時ばが観　　ぎはいとう　。
’方のか秤　、ルのちは主をか多光　　てあ極い諺貧

、く　のい　も

俣出山寺中毛町敷落 環だだにに心は悲出楽義すりいを も　り端う　もほ

｛｛｛｛｛｛｛｛◎新新新新新新新新新新新新新新新新高
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎砂

の独福れる　　め囚がは存大思た裏きい　　は定ち境
客断　’もく暗るわ人定在自いとがてで人い化ら条
観ととす幸く　oれ生めと然　’き出ゆ　’生なしが件

高横鈴清南徳高南春渡井柳南法服山 的もいる福考
条いわ

　　　すのがしの諦にてく大のいた多に。とえ　　’常あてなめは　’の観旅　。一いよ
橋山木滝雲井橋雲川辺ノ 雲花部之 件えれ毒思る そでる　’かる　’事がしを 方と　つ

ハ　　川 葵堂ム内 をまる福えと こ　’o生にべそ故本て一 的もて
陽冨保満ト伍ク久ツ勇春辰栄見ツ勝 作いのとぱ暗 を仏悲れ　’きれや筋希局 な計変
チ彦子夫モーメ兵イ蔵子三子英イ利 る 。も思 ’く　　解教喜ていだも　’だ望部 性量　つ
！＝y＝＞〆：〉（令！＝｝（（／二・！＝〉〆⊃！⊃！⊃！＝〉！⊃！＝＞
＿＿　　＿　一　＿昌　　四四　　一＿　　＿一　　＿＿　　＿一

もしe，むむも巴，ぐ！も巴むしじ巴もも
こ同　、うそ感
と時あもの　じ

脱で交きと　。人不ろをに
せは々たも始生幸うも囚

格して
をがく

†呂田程堀愛上芋荒高本本堀石田横 もになの感る よ局到人小めのに　。つわ もたる
日　　　　之知 道屋屋之川　　浜 ’幸ががぜ　o と面る間さか姿逢そてれ つ　い　　o

町中中島内県山川屋山敷敷内県沢市 怠福ち幸ら明 勧にのにならとっの生な て固ど

鈴阿阿滝鈴瀬南樋　　◎｛｛木部部沢木切雲口氏昇新新新新
　　　　　　　　　天　婦郎婦郎

し　・　しけ・て　・
ぱ巣
し作

　　　　　に・ぱ。宿・　　◇春　　三
りは過亡　　話憂語訪の気　　短う　　面
人ばせき　　さきらね春の　　歌ら　　よ

る生る
oのべ　旅き

ヌ松統ト与キ長ハ名
イ平一ラ八ヌーナ
伏含倹伏倫倹倹倹年

大上星高
島原野橋
　力

寝り
床の
に雀
本の

気かる天　　ぱ亭い来の合　　　ら　　り
なら程の　　胸もつし一い　　　快　　つ
きすに写　　の何き幼日る　　　調　　づ
亡わ我真　　晴をぬなは友　　　音　　く

路で
には
はな
、い

巳もむももぐ》もくン令

倉高新田重芋堀通部　道屋　　　　　　之り

マ文オ克
サ男ル栄
！＝y＝〉　〆＝y急

一一　　一’三　八　　ヨ匡　二

））　　））
芋上田川
　　西

を音
読に
みお
おこ
りさ
　れ

夫れは覆　　るか時馴楽と　　　に
ののない　　Nくもじし来　　　ね
墓想りし阿思さ忘みかた服　　む
前いたま部いんれのりり部　　け
にをりま　　すこて友けて　　　さ深
し語　　に清　　の　　なり湯深　　す

　oつ主
き客
も両
の面
でが

俣山敷代地沢内山落 沢山沢町 て ばり　　し枝　　友　　れ　　の雪　　　雪 あ人

昭和43年5月15日

　私たちの村

とさカ、な①第144号鷹墾麗箋農易器畠）

8．045人口

3，975男

4，070女

1，715世帯数

5月　1　日現在
畝

　第144号
　発行所　　
新潟県中魚沼郡

中里村公民舘i

毎月1回！5日i
定価1部5円i

だ
れ
も
が
知
っ
て
お
き
た
い

　
社
会
生
活
の
中
で
、
直
接
、
間
接

に
関
係
が
あ
り
な
が
ら
、
皆
様
方
が

あ
ま
り
関
心
の
も
た
れ
て
い
な
い
法

律
に
河
川
法
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
法
律
の
目
的
は
、
河
川
の
氾

濫
に
よ
っ
て
起
る
災
害
を
防
止
し
、

河
川
が
適
正
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、

こ
れ
を
総
合
的
に
管
理
し
、
国
土
の

保
全
開
発
、
公
共
の
安
全
と
福
祉
の

増
進
を
は
か
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た

も
の
な
の
で
す
。

　
河
川
法
は
非
常
に
古
い
法
律
で
、

旧
河
川
法
は
明
治
二
十
九
年
に
制
定

さ
れ
て
以
来
一
度
も
改
正
さ
れ
す
に

今
日
に
致
り
ま
し
た
が
、
最
近
に
お

け
る
社
会
機
構
の
複
雑
化
と
、
経
済

の
発
展
に
伴
い
現
在
の
社
会
に
適
合

し
な
く
な
っ
た
た
め
に
改
正
さ
れ
、

昭
和
四
十
年
に
新
河
川
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
新
河
川
法
改
正
の
趣
旨
は
、

従
来
各
県
知
事
が
行
政
区
画
ご
と
に

河
川
を
管
理
し
て
い
た
も
の
に
変
っ

て
、
全
国
の
主
嬰
河
川
を
水
源
か
ら

河
口
ま
で
水
系
を
一
貫
し
て
広
域

的
に
国
が
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
信
濃
川
水
系
に
っ

い
て
も
新
潟
県
知
事
に
変
っ
て
国
が

直
接
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
建
設

法
律
　つ

河

省
長
岡
工
事
事
務
所
が
、
河
川
法
に

基
づ
く
河
川
の
使
用
等
に
関
す
る
許

認
可
の
事
務
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と

を
、
す
で
に
ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
．

河
川
法
の
許
可
が
必
要
か
と
い
い
ま

す
と
、
①
か
ん
が
い
ま
た
は
養
魚
な

ど
の
目
的
で
河
川
か
ら
貯
水
し
よ
う

と
す
る
と
き
。
②
畑
耕
作
等
の
目
的

で
河
川
敷
地
を
占
用
し
よ
う
と
す
る

と
き
。
③
河
川
敷
地
内
で
砂
刈
等
を

採
取
し
よ
う
と
す
る
と
き
。
④
河
川

敷
地
内
で
工
作
物
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
と
き
。
⑤
河
川
敷
地
内
、
土
地

の
堀
さ
く
ま
た
は
盛
土
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
。
⑥
堤
内
の
民
地
で
あ
っ

て
も
、
堤
防
尻
か
ら
十
米
以
内
の
区

域
で
、
土
地
の
堀
さ
く
、
盛
土
、
家

屋
の
新
築
改
築
ま
た
は
、
除
去
し
よ

う
と
す
る
と
き
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
許
可
が
必
要

で
す
。
こ
の
外
皆
様
方
に
は
直
接
関

係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
力
発
電
の
た

め
の
水
利
使
用
、
ま
た
は
上
水
道
の

た
め
の
水
利
使
用
等
の
場
合
に
も
河

川
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
許
可
が
必
要
か

と
い
い
ま
す
と
、
河
川
は
公
の
も
の

で
あ
っ
て
、
行
政
主
体
に
よ
っ
て
直

川
法
」

接
公
共
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
も
の
で

特
定
の
人
が
個
人
の
利
益
の
た
め
に

特
別
使
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
の
帽
す
。
し
か
し
、
や
む
を
得
す

使
用
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
場
合
、

無
秩
序
の
使
用
に
ょ
っ
て
生
す
る
社

会
に
葡
よ
ぽ
す
瞳
害
を
取
り
除
き
、

ま
た
多
数
の
人
が
同
時
に
使
用
し
よ

う
と
す
る
場
合
の
混
乱
を
調
整
す
る

と
い
う
目
的
で
こ
れ
ら
を
許
可
制
に

し
た
も
の
な
の
で
す
。
そ
し
て
こ
れ

に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
河
川
法
に

よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
許
可
の
手
続
は
決
し
て
面
倒
な
も

の
で
は
な
く
、
皆
様
万
が
も
し
、
許

可
申
請
に
つ
い
て
疑
問
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
．
何
時
で
も
、
長
岡
工
事
事

務
所
ま
た
は
最
寄
の
出
張
所
に
ご
相

藤
た
だ
け
ぱ
係
員
が
霜
談
に
応

じ
ま
す
。

　
最
後
に
河
川
は
自
然
資
源
と
し
て

私
た
ち
に
無
限
の
恩
恵
を
与
え
て
く

れ
る
反
面
、
い
っ
た
ん
洪
水
に
な
っ

た
ら
す
べ
て
を
容
赦
な
く
押
し
流
し

濁
水
の
去
っ
た
あ
と
荒
廃
だ
け
が
残

り
、
私
た
ち
の
生
活
の
場
も
奪
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に

河
川
法
が
あ
る
の
で
す
。
私
た
ち
は

お
互
い
に
こ
の
法
を
仔
り
、
提
防
や

川
に
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
な
い
で
い
っ

ま
で
も
清
い
流
れ
の
川
で
あ
る
よ
う

不
断
か
ら
河
川
に
対
す
る
愛
護
の
気

持
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

△
連
絡
場
所

　
長
岡
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務
所
十
日
町
出
張
所

　
　
十
日
町
市
泉
町
六
一

　
　
　
電
詰
　
十
日
町
二
一
八
○

　
垂
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▼
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馨
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響
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昭
和
四
＋
年
よ

日
　
　
　
　
　
　
　
り
、
毎
年
六
月
第

の
百
曜
日
は
・
県

ッ
繋
　
ッ
の
日

　
一
球
と
し
て
全
県
下
で

ポ
卓
各
讐
墓
が
お

ス
市
こ
な
わ
れ
て
き
ま

民
郡
し
た
が
、
今
年
の

県
村
第
百
躍
d
笑

　
　
　
　
　
　
　
月
二
日
で
あ
る
た

日
里

3
中
め
魚
沼
地
方
な

2
ど
、
山
間
舞
地

月
帯
は
実
情
に
即
し

6
　
　
　
　
て
、
春
の
農
作
業

が
一
段
落
す
る
六
月
二
†
三
日
、
第

四
日
曜
日
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
は
、
新

潟
国
体
の
輝
し
い
総
合
優
勝
を
永
久

に
記
念
し
、
広
く
県
民
の
間
に
ス
ポ

ー
ツ
を
普
及
し
て
、
体
位
、
体
力
の

増
強
と
牛
．
活
の
明
朗
化
を
は
か
ろ
う

と
い
う
も
の
で
、
中
魚
沼
郡
、
十
日

町
市
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
野
球
大
会
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
婦
人
パ
レ
【
ボ
ー
ル
大

会
は
川
西
町
川
西
中
学
校
、
卓
球
は

中
里
村
田
沢
中
学
校
広
育
舘
、
野
球

は
津
南
町
下
般
渡
中
学
校
で
そ
れ
ぞ

れ
午
前
九
時
よ
り
開
か
れ
ま
す
。
な

お
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
大
会
．
要
項
は

あ
ら
ま
し
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
婦
人
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
芸

　
九
人
制
で
旧
ル
ー
ル
に
よ
り
試
合

ボ
ー
ル
は
一
般
女
子
用
、
選
手
は
二

十
八
才
以
上
の
既
婚
者
に
限
る
（
昭

和
四
十
三
年
四
月
一
日
現
庄
》
、
一

チ
ー
ム
十
五
名
へ
監
督
、
コ
ー
チ
含

む
》
試
合
は
、
四
市
町
村
対
抗
リ
ー

グ
戦
。

▽
卓
球
大
会

　
四
シ
ン
グ
ル
ス
、
一
ダ
ブ
ル
ス
で

選
手
は
男
女
別
各
一
チ
ー
ム
七
名

（
監
督
一
名
選
手
六
名
）
試
合
ば
三

町
村
対
抗
ク
ー
グ
戦
、
試
合
球
は
日

卓
硬
球
を
使
用
、
中
学
、
高
校
生
は

　
　
家
畜
診
療
所
の
開
設

　
四
月
一
日
よ
り
十
日
町
家
畜
指
導
『
り
、
ま
た
家
畜
共
済
に
加
入
し
て
い

診
療
所
中
里
支
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
烹
も
の
に
つ
い
て
暴
価
を
除
い

た
。
診
療
に
は
産
業
課
の
井
ノ
川
獣
㎜
て
共
済
点
数
の
五
割
増
を
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

医
師
が
あ
た
り
ま
す
。
診
療
費
に
つ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
は
家
畜
共
済
に
加
入
し
て
い
る
．
中
里
村
畜
産
の
振
興
の
た
め
大
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

も
の
は
家
畜
共
済
診
療
点
数
に
よ
ご
利
用
下
さ
い
。

出
場
で
き
な
い
。

，
，
・
野
球
バ
会

　
選
手
は
二
寸
五
才
以
上
で
各
町

村
、
一
チ
ー
ム
十
五
名
（
監
督
一
名

選
手
十
四
名
）
三
町
村
対
抗
リ
ー
グ

戦
、
七
回
戦
（
五
回
七
点
差
ゴ
ー
ル

ド
ゲ
ー
ム
）
当
日
雨
天
の
場
合
、
一

週
間
延
期
す
る
。

お
し
ら
せ

◇
三
才
児
検
診
、
検
便
結
果
に
つ
い

て
、
虫
の
い
な
か
っ
た
児
に
対
し
て

は
通
知
を
致
し
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
児
に

対
し
て
は
、
五
月
八
日
付
で
個
人
通

知
を
致
し
ま
し
た
。

◇
六
月
十
三
臼
妊
婦
検
診
を
行
な
い

ま
す
。

◇
図
書
返
還
に
つ
い
て

　
公
民
舘
で
は
図
書
の
貸
出
し
を
行

な
っ
て
翁
り
ま
す
が
、
貸
し
出
し
期

間
（
一
週
間
）
が
過
ぎ
て
も
返
済
さ

れ
て
い
な
い
方
が
い
ま
す
が
そ
う
い

う
万
は
す
ぐ
公
民
舘
に
返
済
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
公
民
舘
報
の
原
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
、
感
想

文
芸
な
ど
公
民
宛
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
去
る
四
月
二
十
八
日
青
年
会
総
会

を
開
き
会
長
田
村
博
康
（
小
原
）
副

会
長
吉
楽
学
（
宮
巾
）
南
雲
英
秋

（
芋
川
）
会
計
、
幹
事
冨
井
博
一

（
如
来
寺
）
関
沢
守
（
倉
下
）
が
決

ま
り
ま
し
た
。
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一
、

　
本
年
三
月
新
し
く
中
学
校
、
高
等

学
校
を
卒
業
し
て
農
業
に
た
す
さ
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
農
村
青
少
年
か
ら

「
明
日
の
農
業
を
き
す
く
私
の
考

え
」
と
題
し
た
抱
負
を
募
集
し
、
こ

の
中
か
ら
秀
れ
た
作
品
を
選
定
し
、

入
選
作
を
昭
和
四
十
三
年
度
「
あ
す

の
農
業
を
に
な
う
青
少
年
の
つ
ど

い
」
　
（
新
規
就
農
者
の
つ
ど
い
）
に

お
い
て
発
表
し
、
新
し
く
農
業
に
従

事
し
た
青
少
年
を
は
げ
ま
し
、
希
望

を
新
た
に
さ
せ
る
目
的
で
農
村
青
少

年
の
抱
負
を
募
輿
す
る
。

二
、
作
品
の
内
容

①
わ
が
家
の
農
業
経
営
を
こ
の
よ

「
明
日
の
農
業
を

き
ず
く
私
の
考
え
」
募
集

目
的

簗
し
蘇
、
又
こ
れ
か
ら
の
嘆

経
営
は
こ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
乙
レ

う
意
見

②
新
し
い
農
業
技
術
に
期
待
す
る

も
の㎝③

こ
れ
か
ら
の
展
村
を
こ
う
し
た

い
、
こ
う
あ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
こ
う

，
い
う
農
村
に
住
み
た
い
な
ど
、
新
し

い
村
づ
く
り
や
農
村
の
環
境
整
備
な

ど
農
村
社
会
に
対
す
る
意
見
や
要
望
、

④
こ
れ
か
ら
の
農
村
青
少
年
の
あ

り
万

⑤
国
や
県
あ
る
い
は
市
町
村
な
ど

に
対
す
る
農
政
全
般
に
つ
い
て
の
意

見
や
要
望

⑥
そ
の
他
農
業
に
対
す
る
建
設
的

中
里
村
「
新
婚
学
級
」

　
常
に
正
し
い
知
識
の
も
と
に
明
る

い
家
庭
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
と
い
う
主
旨
の
も
と
に
、
去
る

五
月
九
日
、
十
日
、
中
里
村
公
民
舘

に
お
い
て
新
婚
学
級
が
開
か
れ
た
。

こ
の
学
級
は
役
場
社
会
厚
生
課
主
催

で
、
昨
年
ま
で
母
親
学
級
と
称
し
て

毎
年
二
回
（
春
、
秋
）
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
も
の
だ
が
、
今
回
か
ら
新
婚

学
級
と
改
め
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
当
村
に
は
三
†
組
六
十
人
の
該
当

行
な
わ
る

者
が
あ
る
が
、
春
先
の
忙
が
し
い
時

と
あ
っ
て
二
人
揃
っ
て
出
席
し
た
人

は
少
な
か
っ
た
が
、
熱
心
に
講
師
の

は
な
し
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
た
。

　
な
お
学
習
内
容
に
つ
い
て
は
家
族

計
画
、
妊
娠
産
褥
中
の
栄
養
、
妊
娠

中
の
生
理
、
赤
ち
ゃ
ん
の
衣
類
、
赤

ち
ゃ
ん
の
入
浴
、
保
育
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
と
こ
ま
か
く
、
わ
か
り
や
す
く

お
は
な
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

π
箋
は
新
婚
学
級
で
の
一
三

な
意
見
や
要
望

三
、
応
募
資
格

　
四
十
三
年
三
月
中
学
校
、
高
等
学

校
を
卒
業
し
、
農
業
に
従
扇
し
て
い

る
も
の
。

四
、
応
募
原
稿

　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
と

す
る
。

　
な
お
、
原
稿
に
は
出
身
校
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
令
を

明
記
の
こ
と
。

五
、
応
募
締
切
期
日

　
昭
和
四
十
三
年
六
月
五
臼

六
、
提
出
先

一

　
中
里
村
役
場
産
業
課

七
入
選

　
応
募
原
稿
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
（
上

越
、
中
越
、
下
越
、
佐
渡
）
に
別
に

定
め
る
選
考
委
員
会
に
お
い
て
入
選

作
を
選
考
し
、
表
彰
す
る
。

八
、
発
表

　
入
選
作
に
つ
い
て
は
「
明
日
の
農

藩
に
な
う
青
少
年
の
つ
ど
い
」
に

お
い
て
入
選
者
が
作
品
を
発
表
す
る

も
の
と
す
る
。

職
業
訓
練
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
試
験
の
お
し
ら
せ

　
昭
和
四
十
三
年
度
は
、
機
械
工
、

電
工
、
自
動
車
整
備
工
、
左
官
、
建

築
大
工
に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。

◎
学
科
試
験
‘
・
六
月
三
十
日
、
新
潟

市
、
長
岡
市
、
高
田
市

◎
実
技
試
験
～
七
月
十
四
日
、
機
械

工
H
長
岡
市
、
自
動
車
整
備
工
u
新

潟
市
、
建
築
入
工
粋
新
潟
市
、
長
岡

市
、
高
田
市
、
北
魚
沼
郡
堀
之
内
町

七
月
二
十
一
臼
、
電
工
及
び
左
官
け

新
潟
而
、
高
田
而
、
北
魚
沼
郡
堀
之

内
町

◎
受
験
資
格
～
誰
で
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

◎
受
験
申
請
メ
切
日
5
六
月
八
日
迄

◎
受
験
手
数
料
5
二
午
円

◎
申
請
書
の
申
込
み
は
、
あ
て
先
を

明
記
し
た
返
信
封
筒
（
返
信
用
切
手

を
貼
っ
た
）
を
同
封
の
上
、
新
潟
市

学
校
町
て
新
潟
県
商
工
労
働
部
、

職
業
訓
練
課
へ
。

◎
合
格
者
は
職
業
訓
練
指
導
員
免
許

が
申
請
で
き
、
公
共
及
び
扇
業
内
職

業
訓
練
所
で
指
導
す
る
資
格
が
与
え

ら
れ
る
ほ
か
、
一
級
、
二
級
技
能
検

定
の
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

電
工
の
場
合
は
、
電
気
工
事
士
免
状

が
申
講
す
れ
ば
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
拘
受
験
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、

受
験
講
習
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
く

わ
し
い
こ
と
は
、
新
潟
市
学
校
町
一

新
潟
県
商
工
労
働
部
職
業
訓
練
課
、

叉
は
最
寄
り
の
職
業
訓
練
所
へ
却
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
中
里
村
恒
例
の
敬
老
会

く
　
は
去
る
四
月
二
十
五
出
、

開
貝
野
地
区
を
は
じ
め
に
、

会
田
沢
、
高
爵
、
倉
俣
、

老
蒙
峡
、
土
倉
各
謹
で

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

敬
行
事
は
・
村
内
七
＋
才
以

で
上
の
人
毯
の
長
蓼
祝

区
し
、
永
年
社
会
に
尽
さ
れ

地
た
こ
と
に
感
謝
し
よ
2

各
暮
会
馨
協
馨
、
婦

　
　
　
　
人
会
、
公
民
舘
の
共
催
で

開
か
れ
、
公
民
舘
長
さ
ん
の
講
話
、

村
長
、
教
育
委
員
長
さ
ん
の
祝
辞
を

う
け
ら
れ
た
後
、
婦
人
会
の
人
達
の

手
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
み
ん
な
元

気
で
お
互
い
の
健
康
を
喜
び
あ
い
歓

談
し
な
が
ら
郷
土
の
民
踊
や
歌
に
と

一
日
た
の
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
【
写
真
は
高
道
山
地
区
撒

老
会
で
の
一
コ
マ
】

　
な
お
、
村
内
長
寿
番
付
は
次
の
と

葡
り
で
す
。
　
（
四
月
一
日
現
在
）

東
（
男
）

需
翼
董
郎
（
八
八
）
新
屋
敷

一
山
田
作
太
郎
（
八
八
）
清
田

属
智
五
三
祭
八
七
）
干
溝

璽
鷲
増
厚
、
、
蚕
敷

一
　
　
　
山
本
　
万
吉
　
2
ハ
）
小
　
出

　
　
　
村
山
　
総
賢
　
伏
む
上
　
山

小
結
　
南
雲
　
万
平
　
倹
も
堀
之
内

　
　
　
山
田
　
直
一
　
佼
も
東
田
尻

前
頭

滝
沢
彦
太
郎

村
山
謙
三

滝
沢
吉
蔵

常
山
　
清

井
ノ
川
敬
造

樋
口
義
春

小
林
孫
＋
郎

南
雲
禎
作

桑
原
清
吉

井
之
川
広

西
（
女
V

倹／λ伏／λ伏！λ／λ／λ！λ／λ
巴巴里。巴巴。竃！もももも
荒小堀西白如山如程田
　　之　 羽来　 来
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前小　関大横
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飼
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野
放
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や

め

よ

、
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郵
便
番
号
制
②

　
　
　
郵
便
番
号
は
住
所
の

　
七
月
一
日
か
ら
全
国
い
っ
せ
い
に

採
用
さ
れ
る
「
郵
便
番
号
制
」
に
つ

い
て
、
前
号
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
を
実
施

す
る
に
あ
た
っ
て
、
忘
れ
す
に
実
行

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
あ
げ
て

み
ま
す
。

◇
郵
便
を
出
す
と
き
、
自
分
の
住

所
、
氏
名
の
わ
き
に
、
こ
ち
ら
の
郵

便
番
号
を
轡
い
て
お
く
と
、
相
手
の

か
た
は
郵
便
番
号
簿
を
い
ち
い
ち
見

㎜
見
村
に
属
し
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
部

な
く
て
も
返
事
を
出
す
こ
と
が
で
き

お
た
が
い
に
便
利
で
す
。

◇
差
し
出
し
人
側
の
郵
便
番
号
が
督

い
て
あ
る
郵
便
を
受
け
と
っ
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
住
所
録
、
顧
客
名
簿
な

ど
を
訂
正
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
◇
郵
便
番
号
は
住
所
の
一
部
と
翁
考

え
く
だ
さ
い
。
名
刺
そ
の
他
住
所
に

は
す
ぺ
て
郵
便
番
号
表
示
し
ま
し
ょ

一
う
。

一
◇
轟
は
が
き
は
七
月
以
鷺
記
入

ワ
ク
付
の
も
の
を
発
売
す
る
よ
う
手

配
し
て
お
り
、
お
も
な
封
筒
業
者
に

も
ワ
ク
を
印
刷
す
る
よ
う
協
力
を
依

頼
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
買
い
お
き

等
の
た
め
、
七
月
以
降
ワ
ク
印
刷
の

な
い
も
の
を
使
用
さ
れ
る
方
の
た
め

に
、
ゴ
ム
印
を
郵
便
局
に
用
意
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
1
簡
単
で
便
利
な
ー

　
　
ミ
ニ
レ
タ
：
の

　
　
ご
利
用
を

　
ミ
ニ
レ
タ
ー
の
特
長
は
、
便
せ
ん

封
筒
、
切
手
を
一
枚
で
兼
ね
て
い
て

の
り
し
ろ
を
は
り
合
わ
せ
る
だ
け
で

哺
郵
便
と
し
て
出
せ
る
こ
と
で
す
。

＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
3
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
呂
＝
＝
＝
＝
＝
＝
3
＝
一
＝
騨
＝
＝
＝
＝
＝
＝
，
＝
＝
＝
一
3
器
＝
＝
言
＝
＝
＝
＝
＝
3
＝
冨
＝
胃
＝
一
＝
＝
一
一
3
寓
＝
＝
＝
一
＝
旧
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
旨
＝
＝
＝
＝
＝
＝
；
＝
＝
＝
凹
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
醐
＝
冨
呂
＝
讐
＝
＝
＝
＝
＝
＝
齢
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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＝
＝
＝
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＝
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田
代
部
落
は
、
苗
場
凶
る
ぐ
に
ー
が
年
に
十
日
間
ぐ
ら
い
あ
る
。
地

源
難
形
が
わ
る
い
こ
と
と
災
害
の
多
い

爺「

旧
沿
っ
て
県
道
田
代

越
後
田
沢
停
車
場
線
の
終
点
に
散

在
す
る
世
帯
四
十
八
戸
、
人
口
約

二
百
三
十
人
の
部
落
で
あ
る
。
役

場
か
ら
は
十
♂
層
余
り
、
中
里
村

最
南
端
の
部
落
で
あ
る
。
旧
中
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三

十
年
に
津
南
町
と
な
り
、
翌
三
十

一
年
に
中
里
村
に
区
域
変
更
し

た
。
部
落
の
広
さ
は
約
二
百
十
五

診
、
こ
の
約
八
十
％
が
山
林
で
中

里
村
四
十
四
部
落
の
う
ち
、
面
積

で
は
第
二
位
、
山
林
は
第
一
位
の

広
さ
で
あ
る
。
し
か
し
地
形
は
傾

斜
地
が
多
く
山
坂
が
あ
り
、
農
道

や
谷
川
の
災
害
が
多
い
た
め
に
、
，

諸
普
請
や
公
役
仕
事
の
共
同
作
業

こ
と
は
自
慢
に
な
ら
な
い
が
、
共

同
作
業
な
ど
に
よ
り
、
部
落
民
の

ま
と
ま
り
は
と
っ
て
も
よ
い
で
す

と
話
し
て
く
れ
た
。

　
田
代
部
落
は
そ
の
名
の
と
お
り

〈
部
落
紹
介
V

経
て
三
国
峠
を
越
し
上
洲
（
群
馬

県
）
ま
で
出
か
け
て
、
物
資
を
交

易
し
た
と
い
う
。
米
作
．
養
蚕
、

製
炭
、
牛
飼
い
の
ほ
か
に
副
業
と

し
て
大
工
、
こ
び
き
、
左
官
、
屋

根
屋
、
ハ
タ
屋
、
紺
屋
、
椀
屋
、

塗
師
屋
、
鍛
治
屋
、
糀
屋
、
紙
匿

田
代

古
く
か
ら
肥
沃
な
土
地
歯
釜
川
．

芝
倉
川
の
水
利
に
恵
ま
れ
、
水
田

農
耕
が
拓
か
れ
、
江
戸
時
代
に
嬬

釜
川
、
芝
倉
川
の
間
の
山
ひ
だ
に

沿
っ
て
高
石
山
力
麓
を
越
え
、
南

魚
沼
の
大
島
、
八
木
沢
へ
通
す
る

山
道
を
開
さ
．
く
し
三
俣
、
二
居
を

部
落

な
ど
で
栄
え
た
時
代
が
あ
っ
た
が

今
で
は
、
大
工
、
塗
師
屋
、
糀
屋

は
残
っ
て
い
る
が
大
部
分
の
農
家

は
出
稼
ぎ
や
出
バ
タ
に
変
っ
て
き

た
。

　
越
箇
七
不
思
議
の
一
つ
に
名
勝

七
ツ
釜
が
あ
る
。
玄
武
岩
の
柱
状

　
し
か
も
、
必
要
が
あ
れ
ぱ
、
全
体

の
重
さ
が
十
望
以
内
な
ら
ぱ
、
請
求

書
や
名
刺
判
の
写
真
一
枚
く
ら
い
は

封
入
で
き
、
は
が
き
の
約
三
倍
は
書

け
ま
す
し
、
封
を
し
て
出
す
よ
う
に

に
な
っ
て
い
る
の
で
秘
密
も
守
れ
ま

す
。
そ
の
う
え
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

な
ど
の
大
型
郵
便
物
よ
り
も
優
先
し

て
送
達
さ
れ
、
料
金
も
手
紙
と
同
じ

十
五
円
で
す
。
白
茶
色
と
あ
さ
ぎ
色

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
旅
行
の
お
供
に
、
ご
家
庭
の
常

備
に
、
ま
た
簡
単
な
贈
答
用
品
と
し

て
ご
愛
用
い
た
マ
け
ま
す
。

◇
転
居
し
た
時
、
転
居
届
け
を

　
　
　
必
す
旧
住
所
の
郵
便
局
へ

摂
理
は
地
質
学
的
に
も
貴
重
だ
。
　
㎜

昔
、
馬
場
村
の
太
田
家
に
ま
つ
わ

る
七
ッ
釜
竜
神
の
話
は
、
今
も
語

り
伝
え
ら
れ
夏
渇
水
期
に
は
七
ツ

釜
の
神
に
雨
乞
い
の
人
が
あ
と
を

掲
だ
な
い
。
郷
土
芸
能
と
し
て
田

代
の
神
楽
も
有
名
で
あ
る
。
古
く

か
ら
伝
え
ら
れ
た
貴
重
な
無
形
又

化
財
で
あ
る
。

　
釜
川
の
ほ
と
り
、
オ
ク
地
の
産

業
経
済
、
教
育
文
化
の
中
心
と
し

て
栄
え
た
田
代
部
落
も
へ
世
の
中

の
う
つ
り
か
わ
り
と
と
も
に
、
最

近
は
い
わ
ゆ
る
過
疎
地
帯
と
な
り

つ
＼
あ
る
が
肥
沃
な
土
地
と
広
大

な
山
林
資
源
は
な
ん
と
い
っ
て
も

大
き
な
強
味
で
苗
場
山
麓
開
発
構

想
が
実
現
さ
れ
れ
ぱ
一
興
脚
光
を

浴
び
る
部
落
だ
。
（
K
K
生
）

　
知
人
や
友
人
に
転
居
通
知
を
出
す

こ
と
は
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
す
が
、
こ
れ

と
同
時
に
旧
住
所
の
配
達
を
受
け
持

つ
郵
便
局
に
も
、
転
居
届
（
通
知
）

を
お
忘
れ
な
く
。

　
届
が
出
さ
れ
て
い
れ
ぱ
、
郵
便
局

で
は
一
年
間
、
転
居
先
へ
郵
便
物
を

転
送
し
ま
す
。
　
（
無
届
け
の
場
合
は

差
出
人
に
返
送
さ
れ
ま
す
）

　
中
里
文
芸

　
　
－
五
月
投
句
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

一
明
日
は
雨
ら
し
蟻
ら
群
ら
が
す
乾
い
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春
の
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
　
　
5
月
11

日
～
20
日

　
春
の
交
通
安
全
運
動
が
十
一
日
よ

り
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
一

斉
に
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
車
両

の
激
増
と
共
に
変
通
事
故
も
年
々
増

加
し
て
い
る
今
日
で
す
。

　
飲
酒
運
転
、
ス
ビ
、
！
ド
違
反
、
無

　
　
　
　
　
　
　
灘
峯

免
許
運
厭
の
追
放
、
歩
行
者
は
右
側

・
通
行
、
横
断
の
際
の
左
右
確
認
な
ど

歩
行
者
も
運
転
者
も
常
に
交
通
道
徳

を
守
り
、
交
通
事
故
を
ゼ
ロ
に
し
た

い
も
の
で
す
。

た
土
　
　
　
　
　
　
露
丘

花
冷
え
の
指
輪
は
す
せ
ぱ
主
婦
の
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

残
雪
の
峰
に
夕
陽
の
残
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

童
餅
や
野
辺
の
香
り
を
み
や
こ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

脱
衣
場
も
菖
蒲
の
香
り
タ
オ
ル
乾
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

葉
桜
と
な
り
て
落
ち
つ
く
心
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

葉
桜
に
ネ
オ
ン
の
調
和
い
と
ほ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

若
葉
風
腹
一
ぱ
い
に
吸
っ
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

認
の
海
晴
れ
て
峡
路
の
山
毛
樺
芽
吹

く
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

な
す
な
が
花
こ
ぽ
し
さ
み
し
く
な
る

日
暮
　
　
　
　
　
　
加
寿
子

馳
け
出
れ
ぱ
裸
足
に
ま
つ
わ
る
春
風

に
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ミ

木
の
芽
ゆ
で
夫
待
つ
タ
餉
春
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
代

雅
魚
獲
り
て
出
発
時
間
を
春
郷
に
遊

ぶ
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

語
り
得
ね
ぱ
霧
が
胸
締
む
別
れ
の
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

小
の
足
苗
代
の
田
に
大
の
あ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
チ

た
だ
霞
む
深
山
こ
ぶ
し
や
絵
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

土
に
生
き
る
田
家
楽
し
き
初
菜
つ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

春
雨
や
明
日
播
く
花
の
種
子
え
ら
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
土
牛

五
月
の
校
庭
少
年
の
踵
に
恋
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
四
面
へ
つ
づ
く


